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概要：
現在，多くの大学などの高等教育機関では LMS（Learning Management System）が導入され，e-learning

システムの利用が急速に増えてきている．大学と企業との共同開発や教育現場で独自のシステムとして開

発された e-learningシステムのページデザインやコンテンツなどが提供されている．一方，教育サービス

や学習モデルの品質に関する標準化が欧米を中心におこなわれている．学習モデルの品質の標準化をおこ

なっていく上で，Web教材コンテンツの品質評価は重要になってくると考えられるが，品質評価の手法は

確立されていない．

これまでWeb教材コンテンツを三つの階層 (授業計画，教材，授業の進行)から構成されていると定義し，

ゴール指向を用いたWeb教材コンテンツの評価モデルを作成した．そして，リアルタイムに取得された学

習ログ情報を用いて一つの演習科目に適用し評価をおこなってきた．本稿では，この評価モデルを複数の

演習科目に適用し，各科目においてリアルタイムに収集された学習ログ情報を用いて得られたWeb教材コ

ンテンツ評価結果を比較し考察をおこなう．
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Abstract: LMS (Learning Management System) has been introduced in Higher Educational institutions
such as many universities, and the use of the e-learning system is rapidly increasing nowadays. The page
design and the contents of the e-lesarning system which have been developed as an original system in uni-
versities and developed jointly by a university and company are provided. On the other hand, the quality of
the education services and the learning model have been standardized in Europe and America. It app.ears
that the quality evaluation of Web based teaching materials content has become important in standardizing
the quality of the learning model, but the technique of the quality evaluation has not yet been established.
I have defined the Web teaching materials as consisting of three hierarchies; class plan, teaching materials,
and progress of the class. I have created a goal-oriented evaluation model of the Web teaching materials con-
tent. And I have also app.lied the evaluation model to a computer exercise subject and evaluated them using
learning log information collected in real time. I have app.lied this evaluation model of the Web teaching
materials contents to plural computer exercise subjects and compare them.
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1. はじめに

インターネットや情報機器などの情報基盤技術やユーザ

インタフェースの進化とともに，時間や場所の制約なく学

ぶことができる環境が用意されつつある．大学等の高等教

育機関においても e-learingシステムの利用が急速に増える

など教育の形態が変化してきている．一方，人材育成とい

う観点からも，専門分野の学びや情報を扱うための基本的

な操作を学ぶ情報リテラシー教育のみならず，情報活用能

力や論理的思考能力の育成が必要となってきている．問題

解決のために情報を整理し活用する能力や，論理的思考に

基づいた問題解決策を創出する能力を育成するためには，

問題解決過程や結果を視覚的に確認できるプログラミング

の学習が効果的であると考えている．

そこで，Web技術やコンピュータ言語に関する複数の

種類の演習科目において，Web技術を用いて作成したブ

レンド型 e-learning システムを作成し，Web 教材コンテ

ンツを実装し授業にて利用してきた．そして，インストラ

クショナルデザイン [4]に基づき教材コンテンツや授業の

構成の改良をおこなってきた．しかし，依然として履修生

の学習理解度の差が大きく，その向上は教員や学生補佐の

指導のスキルに依存する割合が高い状況であった．すなわ

ち，Web教材コンテンツの改良前と改良後の効果を得るこ

とができなかった．

履修生のみならず教授者においても学習活動を正確に把

握することは極めて難しい．この原因の一つとして，履修

者の理解に関する認識のずれなど学習に関わる因子が流動

的であり一定でないことが考えられる．そこで，学習に関

わる因子を探るためゴール指向の概念を導入し，授業計画，

教材の構造化をおこない，Web教材コンテンツ設計，作成

をおこなった．さらに，Web教材コンテンツをより有効

に利用できるようにするため，授業学習活動ログなどのリ

アルタイムにデータ収集し，分析，および，可視化をおこ

なうシステムを構築し，コンピュータ演習科目に適用して

きた [1], [2]．さらに，履修生の状況をWeb教材コンテン

ツの学習ログを自動で収集することにより，履修生の正確

な現状を自動で把握できるWeb教材コンテンツに改造し

た．学習ログ情報はリアルタイムに収集される学習ログ情

報により，授業中，全授業終了後の双方で履修生の学習状

況データを利用し，履修生の学びの現状に合ったWeb教

材コンテンツを提供することができることを確認した．

これまでにゴール指向を用いたWeb教材コンテンツの

評価モデルを一つの演習科目に適用し，その効果を計って

きたが，この手法をほかの科目に対しても試み，更なる洗

練化をおこなうこととした．本稿では，以下に示す異なっ

た複数の演習科目に適用し，得られた評価結果の比較分析

をおこない考察する．

• Webコンピューティング（以降，『Web』と略す）

• C言語（以降，『C』と略す）

• JAVA言語（以降，『JAVA』と略す）

• ホームページ作成（以降，『HP』と略す）

2. 関連研究と本研究の位置づけ

Webコンテンツに関する研究は，多くの専門分野で様々

な観点からおこなわれている．構造分析の観点からはWeb

上にある大量の情報を扱い易くするといった目的で，サイ

ト内のページ群を対象にリンク分析をベースにしたグルー

プ化手法が提案されている [10]．Web教材コンテンツとし

ての観点からは，Web教材の構造化に着目したものとし

て， [11], [13], [14], [20]がある．また，Web上の構造化さ

れていない情報に対する学習シナリオの作成支援するシス

テムの開発として [6], [7]が挙げられる．

Web教材コンテンツの評価としては，Webシステムデ

ザイン理論によるデザインの評価 [5]，学習者の視点からの

フィールド調査 [3]，アンケート調査による学習の開始か

ら終了までの遷移の因子分析と評価 [16]がある．また，学

習履歴情報 (テスト習熟度レベル，トライ回数等，サーバ

CPU使用率等)を用いて，効果的にWeb教材の効果的活

用を検討したもの [9]，ブラウザ操作履歴を用いたもの [8],

ページ閲覧時間による行動分析 [17]が挙げられる．

しかし，授業計画から教材作成や授業の進行まで関連性

をもって，リアルタイムにWeb教材コンテンツの評価をお

こなっている例は少ない．これまでWeb教材コンテンツ

を三つの階層 (授業計画，教材，授業の進行)から構成され

ていると定義し，ゴール指向 [12]を用いて授業計画から教

材作成に至るまでの構造化をおこないコンテンツ設計をお

こなった．この教材を用いて授業を進行していく上で学習

履歴情報をリアルタイムに自動収集できる機能を作成し，

一つの演習科目に適用し評価をおこなってきた [1]．

本稿では，この手法を複数科目に適用し，履修生の視点

に立って，授業内容に沿ったページ構成になっているか，

ページ遷移回数が多くなることによりシステム操作に負荷

がかかっていないか，思考を中断したりするようなページ

遷移になっていないかなどのWeb教材コンテンツの評価

をおこなうことを目的としている．

3. システム概要

授業を構成する要素を，図 1に示すように「授業計画」，

「教材」，「授業の進行」の三つの階層で分類し，それぞれ

「ゴール構成」，「ページ構成」，「プレゼンテーション」が対

応すると考えた．階層間で参照更新などの相互作用が存在

すると定義している．教材のシステム化をおこなう上でこ

の三つの階層に沿って設計を進めた．

Web教材コンテンツでの一つのページのコンテンツ量と



図 1 授業構成要素モデル

Fig. 1 Class Component Model.

図 2 Web サイト画面構成例

Fig. 2 Web Site Composition Example.

してプレゼンテーションでよく利用される一つのスライド

の量でなく，ある程度内容がまとまったものとした（図 2）．

また，ソフトウェアの機能として，Web教材コンテン

ツを閲覧しながら学習者のさまざまな情報を表示するナビ

ゲーションウィンドウを用意した．

3.1 ゴール指向に基づく構造化されたWeb教材コンテ

ンツ

授業構成要素モデル（図 1）において，「授業計画」では，

授業計画を立案する上で各授業回毎のゴール設定をおこな

いゴールの構造化をおこなった（図 1「ゴール構成」）．各

授業回のゴールは単一のゴールだけでなく複数ゴールで構

成する場合もある．次に，「教材」を電子化する上で，ゴー

ル構造に関連付けて主ページ，および，補足情報となる関

連ページを設計した（図 1「ページ構成」）．このページを

利用し「授業の進行」（図 1「プレゼンテーション」）を実

施するといった 3階層構造とする．そして，「授業計画」，

「教材作成」，「授業の進行」をゴール概念を用いて構造設計

をおこなうことにより，Web教材コンテンツの洗練化，お

よび，再構築を体系的におこなえると考えた．

この授業構成要素モデルに基づき構造化されたWeb教

材コンテンツを用いて授業における授業学習ログ情報を自

動収集した．そして，Web教材コンテンツの評価モデルと

しての有効性を調べるため複数の科目に対して検証をおこ

なった．

3.2 ページ構成と操作性

本システムにおいて，Web教材コンテンツの全ページ

図 3 ナビゲーションウィンドウ「スキルポイント確認」

Fig. 3 Navigation Window [Points of Skill Levels].

図 4 ナビゲーションウィンドウ「ページ閲覧累積時間」

Fig. 4 Navigation Window [Access Pages].

は左に表示されるメニューのリンクから遷移することがで

きる一階層構造となっている．図 2はページの左側にある

Menu領域 のリンク A1 のページの内容が右の Contents

領域 に表示された例である．Contents領域には複数の章

である a11, a12, · · · が存在し，章間には Contents領域 の

先頭に戻る 「▲ to Top」のリンクが用意されている．す

なわち，リンクAxのページには ax1, ax2, · · · , axy (yはAx

に属する章の総数)が含まれる．また，ページ内から関連

ページへの遷移も可能としている．

学習履歴情報やスキル情報などは，ページのヘッダー部

分のボタンメニューをクリックすることにより表示される

小さいウィンドウであるナビゲーションウィンドウ（図 3）

に表示される．履修者は新しいWebページを開く必要な

くワンクリックで様々なデータの表示をおこなうことがで

きる．このウィンドウは各ページ内にフローティングする

ため，履修者は一つのページ内で複数のウィンドウを同時

に表示し，履修者と教員の情報を比較することができる．

別のページに遷移するとこのウィンドウは消えるため，学

習状況を確認するための新たなページが発生せずコンテン

ツ遷移の管理が複雑にならない．また，別ページに遷移し

ないため，履修者がコンテンツを参照しながら学習状況を

確認することができ，思考を中断することなく作業を継続

することができる．



3.3 学習履歴情報閲覧機能

履修生が学習をおこなう際の支援機能として，履修生

自身の学習進行状況やワンポイントアドバイス，および，

今日の進捗情報を参照できるナビゲーション ウィンドウ

（図 3, 図 4）を実装している．

履修者が課題達成の進度を容易に入力することができる

ウィンドウを用意している．また，ほかの履修者の学習進

度や質問を共有できる仕組みも実現している [1]．履修生

の課題提出記録に基づき習得したスキルをポイントとし

て蓄積し，図 4に示すようなグラフ表示をおこなう機能

を持っている．履修者が授業を受講することにより獲得で

きる知識や技能を視覚的に把握できるため，学習の目的を

認識し易くなっている．「お知らせ」のコンテンツには全

Webページに共通の内容である「ポイント確認」（図 3），

「今日の進捗」，「ページ閲覧累積回数」や「ページ閲覧累

積時間」の棒グラフ（図 4）を表示し，各自が取り組んで

いるページを視覚的に確認ｓすることができる．「Hints!」

のコンテンツとして，Webページ個別の内容の「ワンポイ

ントアドバイス」，「よくある質問」を閲覧することができ

る仕組みも用意している．

3.4 学習履歴情報のデータ収集機能

本システムでは各Webページ（以降，ページと略す）に

アクセスする際に得られるアクセスデータを自動収集して

いる．アクセスデータの中でよく利用される情報の可視化

としてアクセス数の時系列推移が挙げられる．その時系列

推移を分析し，理解度や学習シナリオに利用されることは

多い．しかし，アクセス履歴からだけではその学習内容の

作業をおこなっていることを特定することは難しい．本シ

ステムでは，4章に示すゴール指向を用いて自動取得され

たアクセスデータを各ゴールにマッピングし整理する．

アクセスログとして収集したデータ「アクセス日時」，

「IPアドレス」，「直前のページ」，「アクセスしたページ」

と，本システムにログインした際に収集した「ユーザ ID」

から，各履修生がアクセスした授業時間内のデータを抽出

する．

表 1はアクセスログに基づきデータ変換をおこない内部

データとして保持している履修生の『Web』第 3回授業の

アクセステーブルである．本稿での説明のためページ遷移

がおこなわれた順番に「No.」を採番した．「accessTIME」

から「interval」を計算している．そのほかの見出し項目は

「アクセスしたページ」であり，Web教材コンテンツとし

てはページ番号として扱っている．ページ番号はWeb教

材コンテンツのメニューに章名として明示している．アク

セスの発生したページ順に列を作成している．遷移する直

前のページの値を 0，アクセスしたページの値を 1 として

いる．No.6は該当するページの再読み込みをおこなって

いる遷移である．0 の値がある列のページの「interval」時

表 1 アクセステーブル（『Web』授業 3 回目）

Table 1 Access Table : Web Computing, No.3 .

No.
access
TIME interval L01 M02 21 22 31 41

1 13:24:43 0:00:09 0 1

2 13:26:54 0:02:11 1 0

3 13:29:01 0:02:07 0 1

4 13:29:01 0:31:57 0 1

5 14:00:58 0:46:43 1 0

6 14:47:41 0:00:20 0

7 14:48:01 0:00:06 1 0

8 14:48:09 0:00:02 0 1

9 14:48:09 0:00:00 0 1

10 14:48:17 0:00:08 1 0

11 14:48:21 0:00:04 0 1

12 14:48:47 0:00:26 0 1

13 14:49:13 0:00:26 0 1

14 14:50:18 0:01:05 0 1

15 14:50:19 0:00:01 0 1

16 14:50:22 0:00:03 0 1

17 14:50:23 0:00:01 0 1

18 14:58:09 0:07:46 1 0

19 15:00:00 0:01:51 0 1

間を累積時間として計算している．「L01」などのログイン

用のページや，「M02」などの管理用ページはページ累積

時間の累積対象としていない．

4. 学習履歴情報を用いたデータ整理と分析

授業中における履修生のページ遷移回数や，ゴール対象

外のページ閲覧回数の分析をおこなった．まず，履修生の

ページ閲覧状態を分析するため，リアルタイムに取得で

きる学習履歴情報である以下の三つの閲覧時間に着目し，

ゴール構造や各ページ構造を評価することとした．そし

て，これらの閲覧時間割合と出席回数や成績との関連性に

ついて分析をおこなった．ここで主ページとは，各授業回

で達成すべきゴールに属するWeb教材コンテンツのペー

ジである．既習ページとは，該当する授業回以前の授業回

に該当するページである．

• 各授業回に設定しているゴール毎の主ページ閲覧時間
• 既に授業で用いた既習ページ閲覧時間
• 主ページの参考情報である関連ページ閲覧時間

4.1 ページ閲覧割合の算出

ゴールは 1回の授業に一つ以上存在する場合と，複数回

の授業で一つのゴールに取り組む場合，すなわち，一つの

ゴールにマッチングするページが 1ページ以上存在する場

合がある．表 2 において，授業回 1のとき，該当するペー

ジ番号は 01，02，03，04，05である．授業回 3の場合，授

業回 3に含まれない授業回 1，2のページが該当する．ま

た，授業回 7，8の場合，授業 2回で一つのゴールを達成し，



表 2 ゴールとページ閲覧時間：『Web』

Table 2 The Goal list of the Class and the Page Browsing Time : Web Computing.

ページ 関連ページ ページ閲覧時間（秒）

授業回 ゴール サブゴール 番号 番号 主ページ 関連ページ

1. 簡単なWeb ページ作成

1,2 1.1 作業環境準備 01 90

1,2 1.2 HTML 言語の習得 02 684

1,2 1.3 作業方法の習得 03,04 78

1,2 1.4 トップページの作成 05 1206

2.PHP プログラミングの基礎の習得

2,3 2.1 PHP プログラミング基礎 (1) 21 2436

3 2.2 PHP プログラミング基礎 (2) 22 3954

5 3. phpMyAdmin を用いたテー

ブル設計法習得

31 1656

4. 簡単なWebアプリケーション

の作成

4 4.1 フォームを用いた Web ペー

ジの作成

41 43R 6300 738

5 4.2 データ登録と表示をおこなう 42 43R 7458

5. データベースとの連携

6 5.1 データ登録と表示をおこなう（応用） 51, 521 4446 4446

7, 8 5.2 データ検索をおこなう 522 61R 4500 4500

ｓ 9, 10 5.3 複数テーブルの結合をおこなう 53 62R 2700 2742

6. ログインページの作成

11 6.1 会員サイト作成 54 63R,64R 2700 510

12 6.2 ログインページ作成 55

12 6.3 セッションの利用 56

13, 14 7. アンケートサイト作成 全ページ 全関連ページ

主ページは 522である．主ページに関連するページ（関連

ページと称す）と既習ページに関連するページが存在する．

授業回 i において履修者が達成すべきゴール Gi に属す

るページの集合を GPi とする. ゴールページ gpix のペー

ジ閲覧時間を gptix(x = 1, 2, · · · , Ngi) とする．授業回 i に

おける主ページ閲覧時間 MTi は次式の通りである．

MTi =

Ngi∑
x=1

gptix. (1)

既習ページ BPi は授業回 i より前の授業回のページの集

合である．各ゴールに含まれるページが重複する場合があ

るため差集合をとる．

BP1 = ∅ i = 1のとき. (2)

BPi =

i−1∑
j=1

GPj \GPj+1 i > 1のとき. (3)

既習ページ閲覧時間 BTi は授業回 i より前の授業回の

ページ総数である．既習ページ BPi のページ閲覧時間を

bptix, (x = 1, 2, · · · , Nbi) とする．

BT1 = 0 i = 1のとき. (4)

BTi =

Nbi∑
x=1

bptix i > 1のとき. (5)

主ページ閲覧割合 MRi は 主ページ閲覧時間 MTi の

授業時間内でのページ閲覧時間総数 WTi に対する割合で

ある．

MRi = MTi/WTi (MTi ̸= 0). (6)

既習ページ閲覧割合 BRi は 既習ページ閲覧時間 BTi の

全履修者 の授業時間内でのページ閲覧時間総数 Wi に対

する割合である．

BR1 = 0 i = 1のとき. (7)

BRi = BTi/WTi i > 1, BTi ̸= 0のとき. (8)

主ページ閲覧時間には主ページの関連ページ閲覧時間

が，既習ページ閲覧時間には既習ページの関連ページ閲覧

時間が含まれる．

4.2 主ページ閲覧割合と出席

図 5に出席回数の多い場合と少ない場合での主ページ閲

覧時間の遷移を示す．ここで 8回以上の出席回数を “多い”

とし，4回以下の出席回数を “少ない”とした．各科目とも

に出席回数の多い履修生は，授業計画に沿ったゴールに対

応する主ページを閲覧しているが，出席回数の少ない履

修生は主ページの閲覧割合が低いことがわかる．ただし，



図 5 主ページ閲覧割合と出席

Fig. 5 Relations of Browsing Ratio and the Results about the

Main Page.

『JAVA』と『Web』はそれほど差異がないが，『C』や『HP』

はかなりの差が出ている．欠席すると進度に差が大きくな

る内容といえる．すなわち，前回のゴールの内容をしっか

り見ておかなければならない内容と考えられる．1回で完

結するが 1回当たりのコンテンツ量が多いということであ

る．一方『JAVA』と『Web』は複数回で一つのゴールに

なっているため，あまり差が出ていないと考えられる．

4.3 主ページ閲覧割合と成績

図 6に成績上位 30%と成績下位 30%の主ページ閲覧時

間の遷移を示す．各科目ともに成績上位の履修生は，授業

計画に沿ったゴールに対応する主ページを閲覧している

が，成績下位の履修生は主ページの閲覧割合が低いことが

わかる．ただし，『JAVA』以外は授業回 5回以降で成績下

位の履修生の主ページ閲覧時間割合が低下している．成績

上位の履修生は比較的一定であるため，成績の差が 5回目

で現れる傾向にあることがわかる．5回目以降のWeb教材

コンテンツの見直しをする必要性が見えている．しかし，

『JAVA』はそれほど差がないことから成績の差は別の要因

が考えられるが，その一つの要因として，ゴール設定が学

生の理解の進度に合致せず，コンテンツ量が不足している

ことが考えられる．そこで，全体的に 1ゴールのコンテン

ツ量を増やすといった見直しが必要である．

4.4 主ページ閲覧と既習ページ閲覧時間

主ページ閲覧割合と成績のデータ（表 3）をもとにした

各科目の授業回ごとの主ページ閲覧時間，既習のページ閲

覧時間の遷移を図 7に示す．

『C』，および，『Web』では，授業回の進行とともに授業

回の主ページ閲覧時間よりも既習の主ページ閲覧時間が多

くなり，授業開始の早い授業回 5，6で発生している．一

方，『JAVA』，および，『HP』では主ページ閲覧時間よりも

既習の主ページ閲覧時間が多くなることはない．『HP』で

は既習の主ページ閲覧時間が低い状態が授業最終回まで継

図 6 主ページ閲覧割合と成績

Fig. 6 Relations of Browsing Time and the Results about the

Main Page.

図 7 主ページ閲覧時間と既習ページ閲覧時間

Fig. 7 Browsing time of Main page and Learned Page.

続している．

主ページ閲覧時間よりも既習の主ページ閲覧時間が多く

なる原因として主ページのコンテンツが不足していると考

えられ，その要因としては，以下が考えられる．

• 主ページのコンテンツ内容が既習ページを前提とした
内容である．

• 課題を解くための知識が，既習ページにしかない．
• 授業全般を通じて必要とされる知識（例えば，課題を
解くための環境準備（コンパイル方法等）など）が既

習ページにしかない．

そこで，全体を通じて必要な内容を容易に参照できる仕

組みを新たに追加することで履修者の不要なページ遷移を

減らすことができ，学ぶための支援になると考える．

5. まとめ

履修生の視点に立って，授業内容にあったページ構成に

なっているか，システム操作に負荷がかかるようなページ

遷移や思考を中断させるページ遷移になっていないか，な

どのWeb教材コンテンツの評価をリアルタイムに取得さ

れた学習情報ログを用いておこなった．そこで，学習情報

ログとして，“主ページ閲覧時間”，“既習ページ閲覧時間”，



表 3 主ページ閲覧割合と成績のデータ

Table 3 Main Page Ratio and Results.

要因 1 Web (%) C (%) JAVA (%) HP (%)

要因 2 下位 上位 下位 上位 下位 上位 下位 上位

/ No. 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30% 30%

1 94 96 65 80 28 11 75 70

2 86 99 39 50 23 17 49 56

3 73 59 63 63 7 19 21 31

4 48 53 53 53 17 16 36 42

5 11 19 45 35 17 23 36 37

6 1 13 30 60 17 18 13 41

7 0 34 1 34 10 14 12 45

8 0 21 7 39 1 15 10 48

9 9 33 0 47 7 11 12 18

10 0 8 0 43 12 12 0 36

“関連ページ閲覧時間”に着目し分析，および，評価をおこ

なった．これによって，以下の結果が得られた．

• 出席回数の少ない履修生は主ページの閲覧割合が低い
傾向にある．

• 成績の低い履修生は，主ページの閲覧割合が低い傾向
にある．

• 科目特性によって，主ページよりも既習ページ参照割
合が高い場合がある．

成績の高い履修生や出席回数の多い履修生は，主ページ

の閲覧時間が多いため主ページ内のコンテンツでゴール達

成していると考えられる．また，ページ遷移が少ないので

操作の負荷が軽減されている．しかし，成績の低い履修生

や出席回数の少ない履修生は，既習ページ閲覧に留まる傾

向が見らる．そして，ページ遷移回数が多くなり，ページ

遷移の操作負荷も比較的高くなる可能性がある．

今回の評価によりWeb教材コンテンツの改善をおこな

い，今回対象とした授業に再び適用し，適用効果について

評価をおこなう必要がある．また，ほかの演習科目におい

ても教授者が変わった場合あるいは，講義科目に適用した

場合の分析が必要になってくると思われる．ゴール，およ

び，ページの再考構成によりどのような効果が得られるか

などの検証をおこなうためページ再構成の自動化も検討し

ていく必要がある．

6. 今後の予定

最近の動向として，教育サービスや学習モデルの品質

に関する標準化が欧米を中心におこなわれ始めている．

ISO(internatiobal Organization for Standardization)にお

いて 2007年「非公式教育 と訓練のための学習サービス分

野」を対象とした専門委員会TC232 (TC: Technical Comm

ittee) が設立され，教育サービスの標準化に向け活動され

ている [18]．国内においても標準化への研究，提言等多く

おこなわれている [15]．また，Learning Analyticaとして，

学習ログ情報から学習モデルを検討する考え方が欧米を中

心に進めらている [19]．今後，学習モデルの品質の標準化

をおこなっていく上で，Web教材コンテンツの品質評価は

重要になってくると思われる．本稿で示した学習履歴情報

を用いたWeb教材コンテンツ評価方法について，対象科

目を増やして評価，検証を進めていくとともに，主ページ

と関連ページとの関係を明確にしていく．また，評価結果

を授業補佐を含めた教授側に示すことにより授業進行をナ

ビゲーションできる統括管理機能の製造を進めていく予定

である．
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